
せ

ら

知

お
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日
本
赤
十
字
社
に
加
入
を

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外

の
被
災
地
に
お
い
て
、
医
療
救
護

活
動
や
救
援
物
資
の
配
付
、
義
援

金
の
募
集
・
受
付
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

日
本
赤
十
字
社
へ
の
加
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

費
協
力
金
＝
５
０
０
円
（
目
安
）　

申
問･

福
祉
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
３
）

※�

加
入
の
申
し
込
み
は
、
町
内
会

で
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
が 

必
要
な
人
が
変
わ
り
ま
し
た

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
児
童
手
当

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
に
該
当

す
る
人
は
引
き
続
き
提
出
が
必
要

で
す
。

　
提
出
が
必
要
な
人
に
は
、
現
況

届
の
用
紙
と
継
続
申
立
書
を
送
付�

し
ま
し
た
の
で
、６
月
30
日
㊍
ま
で�

に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人

・�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
と
異
な

る
市
町
村
で
受
給
し
て
い
る
人

・�

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い

人
・�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る
人

・�

そ
の
ほ
か
、
市
町
村
か
ら
提
出

の
案
内
が
あ
っ
た
人

申
問
こ
ど
も
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
２
６
）

被
保
険
者
証
の
郵
送
方
法
が 

変
わ
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
は
、「
簡
易
書
留
郵
便
」

で
郵
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
４
月
か
ら
「
普
通
郵
便
」
で

送
付
し
て
い
ま
す
。
郵
便
局
の
配

達
員
が
郵
便
受
箱
に
投
函
し
ま
す

の
で
、
不
在
時
で
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
簡

易
書
留
郵
便
」
に
よ
る
郵
送
を
希

望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
関
す
る
こ
と
＝
国
保

年
金
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

５
７
１
４
ま
た
は
０
２
５
・
５
２

０
・
５
７
１
７
）、
介
護
保
険
に

関
す
る
こ
と
＝
高
齢
者
支
援
課（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
７
０
６
）

梅
雨
に
向
け
て 

防
災
気
象
情
報
に
ご
注
意
を

　
気
象
状
況
や
河
川
水
位
、
土
砂

災
害
な
ど
、
避
難
を
判
断
す
る
際

に
必
要
な
情
報
の
リ
ン
ク
集
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災

情
報
リ
ン
ク
集
」
を
ク
リ
ッ
ク
）。

地
域
や
家
庭
で
の
防
災
対
策
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

６
５
）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　
崖
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の
土

砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い

命
や
財
産
を
奪
い
ま
す
。

　
万
が
一
に
備
え
、
各
町
内
で
防

災
訓
練
の
実
施
や
土
砂
災
害
の
危

険
箇
所
・
避
難
経
路
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
大
雨
の
際
に
は
土
砂

災
害
の
避
難
目
安
と
な
る
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
県
の
「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
シ
ス
テ
ム
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
新
潟　
土
砂
災
害
」
と
検

索
）
で
、
土
砂
災
害
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山
や
崖
な
ど
で
異
常
を

見
付
け
た
と
き
は
、
問
合
せ
先
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
河
川
海
岸
砂
防
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
８
０
）、
各
総
合

事
務
所
、
上
越
地
域
振
興
局
妙
高

砂
防
事
務
所
（
☎
０
２
５
５
・
７

２
・
４
１
４
２
）

６
月
１
日
～
７
日
は 

水
道
週
間
で
す

　
64
回
目
と

な
る
今
年

は
「
大
切
な　

�

水
と
一
緒
に�

暮
ら
す
日
々
」�

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
で
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

水
道
事
業
の
仕
組
み
や
水
道
水
の

安
全
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
じ
ょ
う
え
つ
の
水
源
め
ぐ
り
」

や
小
学
生
向
け
の
「
水
道
出
前
講

座
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
水
資
源
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

問
ガ
ス
水
道
局
経
営
企
画
課
（
☎

０
２
５
・
５
２
２
・
５
５
１
４
）�

特
定
外
来
生
物
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を 

駆
除
し
ま
し
ょ
う

　
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
は

６
月
頃
に
コ

ス
モ
ス
に
似

た
黄
色
い
花

を
咲
か
せ
る
多
年
草
で
す
。
丈
夫

で
植
栽
地
の
周
辺
に
も
意
図
せ
ず

広
が
り
、
在
来
の
植
生
を
駆
逐
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
や
生
き

た
植
物
、
種
子
の
移
動
な
ど
が
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
家
庭
で
の
駆
除
方
法
は
、

根
か
ら
引
き
抜
き
、
そ
の
場
で
天

日
乾
燥
さ
せ
た
後
、
枯
死
し
た
も

の
を
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
処
分

し
ま
す
。
引
き
抜
い
た
直
後
、
生

き
た
植
物
の
ま
ま
袋
詰
め
し
て
持

ち
運
ぶ
の
は
違
法
で
す
。
種
子
が

実
る
前
の
開
花
初
期
の
う
ち
が
、

駆
除
の
適
期
で
す
。

問
環
境
保
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
６
９
０
）

６
月
23
日
～
29
日
は 

男
女
共
同
参
画
週
間

　
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
性
別
に
関
係
な
く
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
全
て
の
人
が
平
等

に
活
躍
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
職
場
や
学
校
、
地

域
や
家
庭
な
ど
で
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
２
７
・
３
６

２
４
）

詳しくは

詳しくは




